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電磁波による生物生体に対するミコフ式 ･環境療法の研究 (第一報)
石井 猛 1)･木村 碩志 2)･岡田 敏彦 3)･延原 玲子 3)･山村 勲 4)
1)加計学園 ･岡山理科大学 ･玉野総合医療専門学校､2)環境 ･健康研究所
3)ミコフ環境科学研究所､ 4)にっこり商研
1 はじめに
最近,毎日のように新聞､ラジオ､テレビなどの
マスコミ報道で､地球温暖化､環境汚染に関する
問題や事件の取り上げられない目はない昨今であ
る｡そのためか､ある県の役所において大気課の
変身として青空課とか､余暇課というような奇妙
な表現の課が出現し人気をよんでいるようである｡
このようなことが現在のトピックスになっている｡
私たちが子供の頃には､川にはたくさんの紡麗な
水があり､そこには大きなフナ､ハヤ､めだか､
蛙などが数多くいて､時々橋の上から､魚釣りや､
またシジミ貝を取って遊んだりしたものである｡
それがどうでしょう? 今ではそのような川は数
少なく､真黒の下水道にぼけているではありませ
んか? また夏の夜､縁台にすわり､花火をした
り､空を見ては,北斗七星の数を数えたりしてみま
したが､三等星までよく見えたものです｡
それが最近､都会の′ト学生などに空の星につい
て宿題を与えたりすると､昨夜の空には星が観測
できなかったなどと言って､宿題にならないそう
である｡
また月については､子供時代に満月の夜などに
は月にはウサギがいて､餅つきをしていることや､
かぐや姫などのロマンチックな物語をよく耳にし
たものである｡それが人間の頭脳は科学を生み出
し､その進歩はとどまるところを知らない｡
鳥のように空を飛びたいという人類の夢は､飛
行機となって実現し､音速を超えたジェット機-
と発展し､さらに宇宙-のロケットを作り出し､
今では人間の月世界-行くことも実現し､夢物語
もなくなりつつなるようである｡そのように科学
は著しく進歩したけれども､その反面種々様々の
環境汚染公害問題が現われて来ている｡空の星が
観測されにくいのも､大気が汚染されているから
だと考えられる｡
このような環境汚染問題について､すでにギリ
シャ時代のHippocrates(460-377BC)が
予測していて､次のような偉大なる名言を述べて
いるO
AlR IS THE FATHER OF HUMAN
LIFE AND HUMANDISESES (空気は 人
間生活の父であり人間災害をもたらすものであ
る)0
今では､AIR POLLUTIONばかりでなく､電
磁波が
ELECTROMAGNETIC WAVE IS The
MOTHEROFHUM NNLIFEAND HUMAN
DISEASES (電磁波は人間生活の母であり人間
災害をもたらすものである)0
とまでもと言われ問題化されているのが現状であ
る｡
著者等は､前報では 『遠赤外線による魚の成育
に関する考察』について発表した｡
今回は､全く新しい知見の 『電磁波の生物生体
に対するミコフ式 ･環境療法の研究』について報
告するO
最近､電磁波に関する研究論文並びに研究図書
は非常に多い｡高圧送電線からの電磁界 (電磁場)
が健康に有害ではないか､と問題提起されたのは
1970年代であり､アメリカとヨーロッパにお
いて､高圧送電線の沿線に住む人や､配電業者の
従事者に､白血病や脳腫癌の頻度が高まっている
との疫学研究から始まった｡疫学研究によってあ
る要因と影響との間の関連性が示唆されても､そ
れは原因と結果の関係を示すとは限らない｡電磁
界が発がんの原因であるのか､ないのかは､実験
研究によって確かめられなければならない｡
『電磁界の健康影響-その安全性を検討する』(文
光堂･1999)の編集を担当した4名:武部 啓･
滋賀 健 ･加藤正道 ･正田英介等は､1980年代
後半あるいは1990年代初めからそれぞれ独自
に電磁界に関する研究を進めてきたが､大規模な
施設､設備による本格的な実験研究が必要である
と考えてきた｡共同研究者の4名等は,主に文部
省の科学研究費によって､基礎研究を進めるとも
に､民間企業の研究にも共同して､企画,実施に
協力して来ている｡
以上のような環境下から､前回 ･報告した 『遠
赤外線による魚の成育に関する考察』に引き続き､
研究報告するものである｡
2 電磁波とは
電磁波とは､読んで字の如し､電気と磁気のエ
ネルギーの波である｡その特徴は､□目に見えな
い (例外は､可視光線)｡□真空中でも伝わる｡⊂
光速で伝わる｡□各々周波数と波長がある｡□障害
物を突き向けて進む (とくに周波数)｡一波なので､
ゆっくりした波 (超低周波)から細かい波 (高周
波)､さらに微細な波(マイクロ波)と種類は多い｡
1秒間に何回振動するか?これを周波数と呼ぶ｡
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単位は-ルツ (Hz)で､また波なので.波の頭か
ら波の頭までの長さがあるが､これが波長である0
1秒間に光速で進む距離が決まっている｡それは
約 30万km､ 1秒間に地球を7回半も回る速度
で､それこそ､アッという間もない｡光に似てい
ると思ったらそのとおり､実は､光も電磁波の一
種であるO
図1に､電磁波の種類と実際の用途を示す｡左
に電磁波の周波数と波長を示したものである｡周
波数が高くなるほど､波長は反比例して短くなる｡
中波､短波 ･･･と耳にしたことが､あるでしょ
う｡これは､波長の長さを表 したものである｡
ここで､問題にしている電磁波とは､普通に言
う 『電波』である｡図1の右側は､この電波が何
に使われているかが､理解できる｡ラジオ､テレ
ビ､更に電子レンジまで､家庭用電力は､50-
60Hzの低周波で送電されている｡
図 1電磁波の種類と実際の用途
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3 t溢波のEZl際フォーラム
今､世界の市民が電磁は問題の手をつなぎ始れ
2002年5月11日-12日､『電磁波問題 ･国
際フォーラム in 東京』が NGOガウスネッ
トを中心とした若者たちのボランチイアが集まっ
て開催をこぎつけた｡海外からの講演者は､この
分野では世界の トップレベルの4名が参加 した｡
その代表者は､なんと言ってもリビー ･ケ リー 女
史 しアメリカ)｡市民団体 ｢カウンシル ･オン･テ
クノロジー ･インバクツ｣代表があげられる｡市
民運動の国際的ネットワークをつくる中心的な役
割を果たしている｡｢今 ･世界に10億台ものケー
タイがあり､市民にかなりの被害が出る･･･｣
と警告している｡その代表者を､『写真1』に示す,
写真 1アメリカのリビー ･ケリー 女史.市民団体
｢カウンシル･オン･ワイヤレス･テクノロジー ･
(ンパクツ｣代表｡電磁波問題に関する国際ネッ
トワークの中心的存在｡
4 市販されている各種の電磁波測定器
電磁波が悪いと思って､オロオロしていても､
始まらない｡理屈はともかく､変動磁界の測定器
と呼ばれる市販測定器即ち自分で電磁波を計れる
ガウスメーターが市販されているoいくつかのタ
イプがあるが､それらを紹介してみよう｡
おすすめしたいのは磁場､電場,マイクロ波の
3種類を計る事ができる 『トリフイール ド-メー
ター』である｡針で表示するアナログ式で､範囲
は〇･2-100mG (2003年 10月9口現
在､価額3万5000円 ･問合わせ先､ガウスネ
ット)『写真2』O
写真 2 トリフイール ドメーター
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商品名 ｢ドクターガウス｣という商品で､交流
磁界の 10-5T (100mG)前後を測定pJ能
なセンサーである 『写真3』｡
写真 3磁界測定器 ｢ドクターガウス｣【アルス医
療器(秩)I
手ごろな価額の製品は､BAN-YU 電磁波テスタ
ー (税込み6980円)がある 『写真4』｡
写真 4
･現時点では.7TuBl鼓が人件に及はす影t!=
ついて.'L 十分1.-科竿的解明lこされていま
せん.ただし､長時rmさらされることに上
って.人体に悪R;Tをあたえる恐れがある
ことはスウェーデンやアメリカIど 世界
の先進国がqLiしています.
･電蔽鼓を防止すうためにいろんなグッズ
がでています~が冊斗な方法は.電磁波の発
生源/,,らできる1t'けl枯れることです.こQ)
チェッカ-で屯や止をhl定し､発生政から
臣tをとることを心がけて下さい.圭た.
発生Gの向きをすこし変えるだけでt,､影
Iを促成できることbあります,
･ この屯広丘チェッカーでは.zM在結果がデ
ジタルで表示されますCとなたでも 一日
で.芯磁痕のJtがわ/いるよっに/_-っていま
す.求,-T:Q)削ilは mG(ミリガウス)とLJ
T(マイクロテスラ)U)2稚頴のLJ)捗ができ.
沸定範囲はOlmG-1999mC/001-1999
pTとなりま-T.
<家電製品からこんなに花店波がでてい生
す>
※テレビ･･･1mの臣雌で23ミリカクス
※屯子レンジ 150cmの拒Alで IL16ミ')
カウス
※屯駐析埋骨等･ ･30cmql紅舵で293ミリ
ガウス
※屯太毛布 . ･基音させた状態で77ミ')
/ガウス
BAltT･YU 電磁波テスター
+JI*
重丘 165g(屯池のぞ く)
屯所J. 単 4アルカ リ電池 4本
測定範密 30Hz-300IlZ
レンジ
f*#
付集晶 ケース
持ちやすい､HF-ディレクターもある『写真5』｡
EMFFleld Testerとい う-ンディーな測
定器である｡内部写真のように､ほぼ中央にある
かなりの太めのフェライ ト･コイルが印象的であ
る 『写真6』D
I
写真 6磁界測定器"EMFFieldTester
EMF-822"【(樵)カスタム】
市販キットとしいて市販されているもので､変動
磁界のほかに300MHz-3GIIzのUHF帯
域U)磁界もテス トできる仕様である 『写真7』O
又､もっと小さい磁界測定 『写兵8』も市販さ
れている｡全長 10cmで､先端部に小さな孔が
開いていて､紫外線を計る機能もある｡
T暮 7位拝巾を野J･4'■ミー トte一ミし 写T p車外等1.邦を1きTJgPホモE 茶
I,pメー ケjLlNf;Jn＼lj=TtT-宅tl扶I e1年&tg癌+ェノ寸-仙 川:2LI(廿は †
d･ウノブ ナ′■･l rク′I
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5 電磁波を利用した電気製品
電磁波製品を海外 ･諸国に輸lYlする電化製品の
場合には､電磁波の基準は最大 ･2mGの規制基
準が規制されている｡
しかし､現在の日本のおいての電磁波製品の規
制基準は､全く､規制されていないのが､現在の
状態である｡著者らの身の凶りには､あらゆる電
化製品に取りまかれている,
その 1例を､表2に示すと､以 卜の通りである
が､危ない電磁波ライフである｡
表 1 各種家庭電化製品の電磁波測定値
リニアモーターカー 20万
電子レンジ 120
電気コクツ 120
電車 25-100
電磁調理器 100
テレビファミコン 100
-ア ドライヤー 100
電気カミソリ 100
CDラジカセ 100
蛍光灯 100
オーブン トー スター 50
冷儀庫 60
エアコン 40
パソコン 1-2
(舟橋俊介 .電磁波被爆､
り引用)
mG
mG 以上
mG
mG
mG 以上
mG
mG
mG
mG
mG
mG 以上
llG
mG
mG
-10､双葉社よ
表 2スペクトル､波長､周波数とエネルギー(タ
ブラーとバ トキン1991､ほか)
t.T;Jl
7イク口銭 -.'托畑
ILへ■ ■q●XJr
Jf/'Tとテレビ鼓 ガ1-.'et
正長 LO'rn lm lCrtl OJrTITn lLYニm JrvTI ltJ'TUTl llJI n爪
勾長t 3x10 JJ)q 3x)r7' 3rTが 3tJO■ 3Tln･ 3ylDト 3tlOtlE
t+の ulklO'LL21H0-121y川 】..IノIxtr)･121 134りOJljい JOl｣2JnOeV
ユI･ルギー
一 書t暮鮒Jt 一一- t■一吋■--
-#負銭t一一一一一- h句紫 一一 一一DN^hdtJA.8t4-1
私達は､以上の電化製品の電磁波の中で生活し
ているのが､更に､今E･CO CARの EM･CAR
としての電気自動車の出現により､益々危険な電
磁波ライフの中で生活しているのが､現状であるO
今､アメリカでは､『光化学スモッグ』に引き続
き､新しいタイプの『電磁波スモッグ』の状態が､
到来して来たと警告している｡そして戦争の武器
として 『電磁波爆弾』まで出現しているようである｡
6 電磁波測定
松本建造氏は､電気製品･･ドライヤーから出て
いる電磁波を測定しているが､写真9に示すよう
に100mG を越す電磁波が出ている,プラスチ
ック製カバーのため､モーターの電磁波が遮断さ
れていない (『告発 ･電磁波公害』 p218､緑風
,Tl版､2007)3
更に､ザミール･P･シャリ一夕著.加藤やす子訳
によれば､表2に示すように､DNA鎖破壊･損傷
までの被害があることを報告している(『電磁波汚
iOOミリガウスを超1屯玖波が州ている ドライヤー.-/ラス+ソク～i
写真 9
染と健康』 p69､緑風出版､2004)が､著
者の一人の石井猛は､現在玉野医療技術専門学校
で 『生物理学』を教授しているが､実に恐ろしい
事実である｡
7 電滋波除去の研究並びに環境療法
著者等の身の回りには､実に色々の電磁波製品
がある｡日本においては､これらの電磁波に関す
る規制基準は全く規制されていない状態である｡
しかし､海外に輸出する電化製品については2m
G である規制基準がある｡
著者等は､これの電磁波製品が､生体 ･生態並
びに人間に対する効果 ･影響に関与すると考察さ
れるので､その電磁波除去に関する研究に取り組
んでいる｡
加藤やす子氏によれば､入浴療法即ち環境療法
の効果を指摘している｡即ち日本では古くから温
泉で毅治をするという習慣があるが､近年になっ
て､温泉にどのような効果があるのか､医学的な
研究が行われるようになった｡お湯に入ると温め
られることで血行が良くなり,筋肉痛や関節描.
冷え性などが楽になる｡また､温泉の中に含まれ
ている化学物質が皮膚から吸収され,血管を拡張
するという作用もある｡温泉に入ると休全体の機
能が調整され､自律神経系､内分泌系､免疫系の
バランスを整え､働きを活性化させる事実が解明
されて来たOこれらの入浴療法で体内の化学物質
を排出即ち入浴して身体が暖まると汗をかきます
が､これは症状を改善するためにとても大切なこ
とである｡脂肪には環境ホルモンなどの化学物質
が蓄積しているが､汗をかくと､脂肪が燃えて化
学物質も汗として排出さる｡化学物質過敏症患者
は､体内の化学物質が過剰な状態なので､出来る
だけ汗をかいて排出する､サウナにはいるのも効
果的である｡ただし､無理は禁物である｡熱い湯
に入ると交感神経が刺激され､血圧があがり心拍
数が増えるが､ぬるめの湯は副交感神経を有意に
し､リラックスした状態になる｡
37-40度くらいのぬるめのお湯につかる半
身浴が良い｡また､小さなバスタブより､足を伸
ばせるような大きな浴槽につかるほうが､アルフ
ァ波(リラックスした時に出る脳波)が増加する｡
電磁波過敏症にも大変効果があると報告している
(電磁波･化学物質過敏症対策:克服するためのア
ドバイス､p87､プロフレム､2007)0
著者等は､電磁波除去対策として､種々の環境
療法を研究しているOまた著者の一人としての石
井は､環境化学を専門として学生並びに大学院学
生に対し､長年 ･水の研究からはじまり岡山､日
本､世界の日本温泉の研究 ･調査し､その成果と
して､『岡山の温泉』並びに 『世界の温泉』等を数
多く出版している｡
更に､電磁波除去方法として､大変効果のある
電磁波除去方法を発見しているので､その詳細に
ついては､紙面の都合上､次回に報告する予定で
ある｡
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